
稲

蝋
薄
暮

生

成

発

展

し

て

い

る

姿

を

象

徴

し

て

い

ま

す
。

蓄
＝
綴

蕪

十

日

共

を

象

徴

す

る

の
が
、

神

社

か

ら

授

与

さ

れ

る

水

宜

で

す
。

小

宝

は

別

に

「
吉

人
」

（
き

っ
き

ょ
う

）

と

サ

ば

れ
、

銭

へ

（
ぜ

に

か

ま

す
Ｙ

銭

袋

・
末

広

・

小

判

・
ア
銀

・
鳥

帽

子

。
●

。
小

桂

。
米

像

・
鯛

手

の
縁

起

診

を

束

ね

た

も

の

で
、

「
野

の
幸

」
。
「
山

の
幸

」
。
「
海

の
幸

」

を

象

徴

し

た

も

の

で

す
。

別

の
言

葉

と

し

て

「
山
ｔ

」

「
海

ｔ

」

「
家

電

」

と

も

学

ば

れ

て

い

ま

す
。

ｔ

と

い
う

の
は
、

外

か

ら

は

内

部

が

見

え

な

い
簡

単

な

容

器

の

こ

と

で
、

も

と

も

と

山

や

海

や

家

か

ら

の

「
贈

り

物
」

を

入
れ

る

う

つ
わ

の

こ

と

で

し

た
。

「
山
包

」

は

山

の
神

の
■

な

る

贈

り

診
、

「
海

ｔ

」

は

海

の
神

の
■

な

る

贈

り

診
、

「
家

ｔ

」

は

里

の
神

の
ユ

な

る

贈

り

診

と

な

る

わ

け

で

す
。

こ

れ

を

「
市

」

で

そ

れ

ぞ

れ

交

換

し

ま

す
。

そ

れ

ぞ

れ

を

「
替

え

る
」

わ

け

で

す
。

こ

れ

が

「
買

う

」

と

い
う

言

葉

に

な

り

ま

す
。

こ

の

「
野

の
幸

」
。
「
山

の
幸

」
。
「
海

の
幸

」

を

象

徴

し

た

吉

人

は
、

そ

の
中

に

こ

も

る

「
御

神

徳

」

を

い
た

だ

く

信

仲

を

受

け

伝

え

た

も

の

で

す
。

こ

の
す

人

を

笹

に

つ
け

て
参

舞

者

は

家

路

に

つ
き

ま

す
。

江

´

期

に

作

ら

れ

た

歌

謡

に

も

次

の
よ

う

に

そ

の
社

景

が

歌

わ

れ

て

い

ま

す
。

「
十

日

共

の
う

り

も

の

は
、

は

ぜ

袋

に

取

鉢
、

銭

か

ま

す
、

小

判

に

全

箱

、

立

鳥

帽

子
、

米

箱
、

小

撻

、

た

ば

ね

質

斗
、

笹

を

か

た

げ

て

千

島

え
」

秋烏娼:⑮
鏃

７

宮

義

紳

織



織
＝器
＝諦

構
一一̈一一燃
＝
緒

当

社

の
創

え

は

皇

紀

十

二

百

六

十

年

（
西

暦

六

百

当

た

り
、

月

地

西

方

の
中

護

神

と

し

て
鎮

斎

さ

れ

た

江

夕

時

代

に

入

る

と

十

日

夫

の

お

奈

り

が

始

ま

り
、

記

録

・
地

詫

争

に

盛

大

な

様

子

を

伝

え

て

い

ま

す
。

鯛

に

釣

年

を

持

つ
え

び

す

様

は

、

そ

の

お

姿

か

四

入

二

十

西

用

に

浜

の

市

が

立

ち

、

市

の

中

り

斉

売

繁

盛

・
福

徳

月

艦

を

く

ま

な

く

授

け

て

下

き

る

■
一一一一一一一一一一■
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義

豊

臣

時

代

の
項

に

な

り

ま

す

と

庶

民

の

え

び

す

様

ヘ

頼

は

片

桐

旦

え

に

社

殿

逍

菅

の

普

請

ネ

行

を

今

じ

て

い

ま

す
。
ま

た

こ

の

江
夕

期

に

な

る

と

大

阪

は

斉

賞

の

町

と

し

て

よ

り

一

大

阪

の
斉

業

を

護

る

神

様

と

し

て
篤

く

崇

敬

さ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た
。

十

日

夫

の
行

事

も

こ

の
項

か

ら

賑

わ

い

を

み

せ
、

走

宝

二
年

（
一
六

十

二
）

の
現

存

す

る

最

七

昔

い

人

阪

彙

内

の
図

「
奮

分

弁

」

に

七

十

日

共

の
社

景

が

指

か

れ

て

い

ま

す
。

明

治

に

は
、

そ

れ

ま

で

の
周

丸

が

雑

喉

場

の
魚

市

場

、

材

木

宕

組

合

、

麻

事

斉

組

合

、

減

斉

組

合
、

茶

斉

組

合
、

全

診

斉

組

合

争

が

講

社

を

結

成

し
、

十

日

夫

は

よ

り

一
層

盛

ん

に

な

り

ま

し

た
。

こ

の
よ

う

に

時

代

と

と

も

に

盛

人

に

な

っ
て
ゆ

く

奈

礼

で

す

が
、

惜

し

く

も

昭

和

二
十

年

の
戦

災

で
神

社

は

こ

と

ご

と

く

燒

夫

し

ま

し

た
。

し

か

し

な

が

ら

昭

和

二
十

一
年

に

は

本

殿

が

復

興

し
、
再

び

十

日
共

ｔ

活

況

を

員

す

る

よ

う

に
な

り
、

現

在

で

は

年

の
最

初

の

お

奈

り

と

し

て

十

日

来

の

二

日

間

に

約

百

万

人

を

超

え

る

参

詣

者

が

あ

り

ま

す
。

本
社

爆

社

未

社

入

照

坐

皇

人

御

神

昇

代

生

命

景

曳

喘

命

月

読

命

稚

日

女

命

大

国

生

命

五

男

二
女

八
柱

神

宇

賀

御

魂

神

姿
＝事
＝
播

辱
月

一
月

朔

日

奈

月

次

奈

宵

官

奈

（
賞

え
び
す
）

人

奈

（
本

え
び
す
）

後

宴

奈

（
残
り
福

）

十
十 九 十 一

日 日 日 日 日

え
び
す
奈

」

一， ¨
入
二
十
え
立
に

当

時

の

一”一↑一任
ネヽ
し
た
がヽ

一■
一０
碁

展
と
と
も
に

ド
な

り


